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○コンソーシアムの構築
（地方自治体）

北海道、宮城県、長野県、神奈川県、岐阜県、長崎県、鹿児島県
群馬県、山梨県、

（民間企業）
アジア航測株式会社
NTTドコモ
東京電力ホールディングス
九州電力

新規参画機関
富山大学 （2021年4月協定締結）
大阪公立大学（2021年10月人材育成運営委員会承認）
大分県 （2021年10月人材育成運営委員会承認）



2021年度受講生状況

年度 基礎・応用認定 発展認定 基礎修了 応用修了 発展修了

2016年2月～2021年4月 117 23 93 56 3
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M1 2 2 3 1 1 1 1 1 1 3 1 2 19

M2 5 2 1 1 2 1 1 4 17

D1 1 1 1 1 1 1 6

D2 1 1 1 1 4

D3 3 1 1 1 1 7

D4 1 1 2

計 9 0 9 2 4 6 4 1 1 1 0 2 6 3 0 7 0 55

○2016年2月から現在までの受講生累計人数

○2021年度受講生認定
基礎・応用コース19名
発展コース6名

○2021年度受講生 学年・所属大学



コンソ授業等（火山学セミナー・実習） 大学講義
4月 上旬

中旬4/17 認定式・オリエンテーション
火山活動論（名大4/14-）
火山物理学特論
（東北大5/13-）

下旬 5/22 認定式・オリエンテーション
5月 上旬

中旬
下旬

6月 上旬火山学セミナ－（社会科学、地引、5/20-21）
中旬
下旬火山学（特別）セミナ－（社会科学＠有珠）

7月 上旬火山学特別セミナー（気象庁職員研修、7/5-9)
中旬
下旬火山学セミナ－（噴煙・数値計算、鈴木、7/27）

8月 上旬
岩石運動論
（九大、集中講義8/3-5）

中旬
下旬

9月 上旬
中旬
下旬

2021年度授業スケジュール（前期） 青文字はオンライン開催

火山学セミナー（噴煙）

火山学セミナー（社会科学



10月 上旬 火山学実習（有珠、10/7-10/11)

中旬 火山学セミナー（火山学会、10/20-22） 海底火山探査実習（神戸大）

下旬 火山防災特別セミナ－（鹿児島、 10/26-28）

11月 上旬 火山計測学（京大、集中）
中旬 火山学（特別）セミナ－（社会科学＠有珠）
下旬 火山学セミナー（火山化学、オンデマンド受講） アドバイザリー訪問

12月 上旬

中旬 火山学セミナー（気象庁業務、12/9-10）

下旬
1月 上旬

中旬

下旬 海外研修/海外特別研修(フィリピン）

2月 上旬

中旬
火山研究特別研修(南洋大学EOS) 2/15-18
火山学セミナー （実験、中村、2月中旬調整中）
火山学セミナー （熱学、寺田、2/17-18）

海底火山探査実習
（神戸大 ）

下旬

3月 上旬
火山学（特別）セミナ－
（災害軽減成果報告シンポ）3/1-3

中旬 火山学実習（桜島、3/6-11）
下旬 火山学セミナー（地球電磁気学、橋本、3/15）

2021年度スケジュール（後期）

火山防災特別セミナ－（鹿児島）
「テーマ：降灰対策 」

地方自治体（6団体）
民間企業（4企業）
国の機関（3機関）
総勢34名が参加（うち、受講生13名）

火山学実習（有珠山）

青文字はオンライン開催



インターンシップ（2020年11月～2021年11月）

2020年11月～2021年3月
防災科研 4 名
鹿児島市 1 名

テキスト

・火山学会誌「火山」
解説紹介特集号「次世代火山研究者のための火山学講座」を企画

編集委員 西村・石橋・森・地引・中道・齋藤・嶋野・吉村・宮縁

2021年4月～2021年11月
国土地理院 2 名
アジア航測 1 名
防災科研 2 名

4 名（12月以降）

・授業・実習テキスト ホームページから受講生いつでも利用可

• 学際的といわれる火山学の多様な分野の理解が得られるよう、各分野の
観測・分析手法、データ解析を解説する。

• 2021年第66巻第3号 2編掲載済み
• 数年間にわたり各号、数編ずつを目標



・令和3年度 3月修了見込み

基礎・応用コース （17名）
博士課程進学希望 3 名
気象庁 4 名
国の機関 2 名
民間企業（地球科学系） 1 名
そのほか 5 名
未定 2 名

発展コース（6名）
未定 6 名

（3月以降調査予定）

進路先まとめ 令和３年度修了生・修了見込み生



平成29～令和02年度修了生 進路先まとめ
就職者 発展コース

在学中
進学

（応用修了）
その他

（基礎修了）
認定なし退学・
認定なし卒業・

など
計

52 19 2 3 6 82名

就職先内訳
気象庁 大学 地方 民間企業 民間企業

教員 国の機関
民間企業

国土地理院 研究機関 自治体 （防災関係）（地球科学） （一般）
防災科研

平成３０年4月就職 修士 1 1 1 1 1

平成３１年4月就職
博士
(前年度応用認定） 1 2

修士 1 1 2 1 1 1 3
平成３１年度 中途
就職 修士 1

令和元年10月 博士 1

令和２年４月就職 博士
(前年度応用認定） 3

博士 1

博士中退 1

修士 2 1 5 4

修士中退 1

令和３年４月就職

博士 2
博士課程
単位取得退学 1

修士 1 6 1 1 2

小計 9 8 3 14 4 2 2 10

火山防災・研究関係 34名 計 52名



2017 2018 2019 2020 2021 計
Geophysical  Research Letters 3 1
Earth, Planets and Space 1 2 2 2
Jurnal of Geophysical Research 1 1 1
Bulletin of Volcanology 1 1
Journal of Volcanology

and Geothermal Research 1 3 1

Geophysical Journal International 1

北海道大学地球物理学研究報告 2

Scientific Reports 1
Lithos 1
計 2 7 5 9 3 26

博士課程受講生累計28名（2021年10月まで）

査読付き論文（受講生筆頭著者）



○2022年度（令和4年度）受講生募集
11月1日 案内開始
11月末日 応募締め切り（基礎コース15名、発展コース5名）
12月下旬 受講生内定通知

2月-3月 追加募集の予定（4月初旬に決定）

○2022年度（令和4度）事業計画
12月23日 人材育成運営委員会で大枠を検討

○新規コンソーシアム参画機関との協定締結
大阪公立大学，大分県

今後の予定



参考 火山研究人材育成の状況

博士・修士課程の学生数 コンソ参画大学の教員からの報告をもとに集計
火山学会学生会員数 把握ができているR02年まで
令和2年度 火山学会秋季大会オンライン開催（発表数は例年の6割）
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査読付き論文（受講生筆頭著者）26編／
博士課程受講生累計28名（2020年度末）
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